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2 Ap-10　　　　　　Consumer Reports による消費者情報分析

　　　　　　　　　　　（1）第二次世界大戦直後（1947～1949）の消費者情報

　　　　　　　　　　　　　　　○大藪千穂、杉原利治（岐阜大）

　【目的】消費者問題の解決には、情報が重要な意味を持つ。消費者に消費者サイドに立った生活情

報を提供しているのは、消費者情報誌と考えられる。そこで消費者問題の解決に必要な情報のあり

方をアメリカの代表的な消費者情報誌であるConsumer Reportsを用いて分析した。

　【方法】1947年から1949年までのConsumer Reportsの記事772件を分析の対象とした。分析

は、①システムの関係性（消費者、企業、政府、消費者情報誌）②情報誌の提供する情報（商品・

サービスに関する情報と消費者を取り巻く現状に関する情報）の計44項目について分析した。

　【結果】集計の結果、「システムの関係性」は、67％が「企業から消費者」への情報で、消費者や

企業、政府からの情報発信は少ない。また、消費者情報誌が「政府の監視」や「政府がしている企

業の監視」に関する情報は10% 以下と少なくなっていた。「現状に関する情報」では、「情報のみ

を提供」が60％と最も多く、啓発や解決策を提供している記事は少なかった。「商品・サービスに

関する情報」では、ライフサイクルの中の使用に関する情報が90%を占めており、廃棄に関して

はない。さらに記事の関係をみると、「企業への商品テスト」は身の回りのものの商品テストが多

くなっていた。また「政府の監視」に関する情報は非消費支出が61%となっており、他の費目は

ほとんどない。「現状に関する情報」では、保健医療については解決策を教える情報であったが、

非消費支出については、70％が「情報のみ提供」となっていた。

2Ap-ll　　家庭におけるロボットの多様な物体ハンドリングを支援する環境整備

　　　　　　○新井民夫＊

　　　　　　(＊東京大)

　目的家庭での人間に代わる労働力として主に家事を行なう家庭用ロボットが待望さ

れて久しい。既に多数のロボットが導入されている工場などと比較して，家庭へのロ

ボット導入を困難にしているのは，ロボットの作業空間が人間の生活空間とオーバー

ラップしているために，ロボット用に環境をつくりこめない点にある，しかし，現状

のロボットの知能化技術では人間の生活空間で十分に機能するロボットの実現は困難

である。したがって，家庭において人間とロボットの共存の可能な環境整備を行なう

必要がある。本研究では，人間の生活空間に人間の生活の妨げにならない僅かな改変

を加えることによって，ロボットの家事作業機能を支援する環境整備手法の構築を目

的とする。

トシステムを実装し，コップの片付け作業を実現した．

手法の有効性を示した．
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